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第2章 地域の概況 
 

2-1 自然環境 

１ 位置と面積 

本町は、北海道の東部、十勝平野のほぼ中央にあり、南は十勝川をへだてて帯広市及び幕別町

に、北は士幌町、西は鹿追町、芽室町、東は池田町に接しています。 

総面積は、約466㎢となっています。 

 

２ 地勢 

東部の南北に走る「長流枝内(おさるしない)丘陵」を除いては概ね平坦で、音更川を中央に士

幌川、然別川が北から南に貫流し、南端で十勝川と合流しています。 

地質もよく、各種農産物の育成に適していて、道内でも屈指の穀倉地帯となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 行政区域面積 
位  置 

経  度 緯  度 

音 更 町 466.02 kｍ2 143°02′～143°22′ 42°55′～43°10′ 

※数値は令和元年度時点 

図2-1-1 音更町の位置図 
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2-2 社会環境 

１ 人口及び世帯数 

平成22年度から令和元年度までの過去10年間の人口及び世帯数を表2-2-1に示します。 

人口は平成22年度人口（45,600人）をピークとし、以降減少しています。世帯数は若干の増加

を続けており、過去10年間で1,000約世帯増加しています。 

1世帯当たり人口は減少を続けており、過去10年間で約0.2人/世帯減少しています。 

 

表2-2-1 音更町の人口・世帯数 

年度 
人口 世帯数 1世帯あたり人口 

人 
前年度 

からの増減 
世帯 

前年度 
からの増減 

人口/ 
世帯 

前年度 
からの増減 

平成22年度 45,600 - - 19,169 - - 2.38  -  - 

平成23年度 45,564 -36 -0.1% 19,293 124 0.6% 2.36  -0.02  -1.1% 

平成24年度 45,466 -98 -0.2% 19,461 168 0.9% 2.34  -0.02  -1.0% 

平成25年度 45,408 -58 -0.1% 19,639 178 0.9% 2.31  -0.03  -0.8% 

平成26年度 45,378 -30 -0.1% 19,792 153 0.8% 2.29  -0.02  -1.1% 

平成27年度 45,211 -167 -0.4% 19,932 140 0.7% 2.27  -0.02  -1.2% 

平成28年度 45,136 -75 -0.2% 20,150 218 1.1% 2.24  -0.03  -1.0% 

平成29年度 44,855 -281 -0.6% 20,234 84 0.4% 2.22  -0.02  -1.2% 

平成30年度 44,379 -476 -1.1% 20,256 22 0.1% 2.19  -0.02  -1.2%  

令和元年度 44,136 -243 -0.5% 20,418  162  0.8%  2.16  -0.03  -1.3%  

※住民基本台帳年度末数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住民基本台帳より 

図2-2-1 過去10年間の人口及び世帯数の推移 



 

7 

 

次に、平成27年の年齢区分別人口の内訳を表2-2-2に示します。階級別でみると、40～44歳代が

最も多く、次に65～69歳代が多い状況です。 

また、平成12年～平成27年の国勢調査による3区分別人口（年少人口・生産年齢人口・老年人口）

の割合を図2-2-2に示します。少子高齢化等の影響により、この間で年少人口が1.4%減少、生産年

齢人口が7.1%減少、老年人口が8.4%増加しています。 

 

表2-2-2 音更町の年齢階級別人口 

                              （単位：人） 

年齢 人数 年齢 人数 

0～4歳 1,846 55～59歳 2,692 

5～9歳 2,290 60～64歳 3,071 

10～14歳 2,509 65～69歳 3,318 

15～19歳 2,130 70～74歳 2,594 

20～24歳 1,579 75～79歳 2,237 

25～29歳 1,846 80～84歳 1,825 

30～34歳 2,356 85～89歳 1,125 

35～39歳 3,036 90～94歳 579 

40～44歳 3,548 95～99歳 166 

45～49歳 3,026 100歳以上 22 

50～54歳 2,968 年齢不詳 44 

 計 44,807  

※平成27年国勢調査より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成12年、17年、22年、27年国勢調査より 

図2-2-2 3区分別人口割合の推移 
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２ 産業 

（１）産業別就業者人口構成 

 平成27年度の産業別就業者人口を表2-2-3に示します。卸売・小売業が最も多く、全体の約16%

となっています。次いで医療・福祉、農業の順となっています。また、道内主要都市の人口比率

と比べると、農業の比率が高くなっています。 

 

表2-2-3 産業別就業者人口 

区分 
音更町 

（参考）北海道・道内主要都市の

人口比率 

人口 比率 北海道 札幌市 帯広市 

農 業 2,612  12.2%  5.4%  0.4%  4.7%  

林 業 82  0.4%  0.3%  0.0%  0.2%  

漁 業 4  0.0%  1.3%  0.0%  0.0%  

第1次産業計 2,698  12.6%  7.0%  0.5%  4.9%  

鉱業、採石業、砂利採取業 9  0.0%  0.1%  0.0%  0.1%  

建設業 1,887  8.8%  8.4%  7.8%  9.1%  

製造業 1,868  8.7%  8.4%  6.3%  8.7%  

第2次産業計 3,764  17.6%  16.9%  14.0%  17.9%  

電気・ガス・熱供給・水道業 113  0.5%  0.5%  0.5%  0.4%  

情報通信業 135  0.6%  1.7%  3.7%  0.8%  

運輸業、郵便業 1,087  5.1%  5.4%  5.4%  5.4%  

卸売業、小売業 3,486  16.3%  15.5%  17.2%  17.3%  

金融業、保険業 399  1.9%  2.0%  3.0%  2.2%  

不動産業、物品賃貸業 262  1.2%  1.9%  3.0%  1.7%  

学術研究、専門・技術サービス業 596  2.8%  2.6%  3.8%  2.6%  

宿泊業、飲食サービス業 1,200  5.6%  6.0%  6.1%  6.1%  

生活関連サービス業、娯楽業 693  3.2%  3.6% 3.7%  3.8%  

教育、学習支援業 963  4.5%  4.3%  4.6%  4.1%  

医療、福祉 2,952  13.8%  13.4%  13.4%  13.3%  

複合サービス事業 384   1.8%  1.3%  0.7%  1.0%  

サービス業(他に分類されないもの) 1,203  5.6%  7.0%  8.3%  6.0%  

公務(他に分類されるものを除く) 850  4.0%  5.2%  3.7%  5.7%  

第3次産業計 14,323  66.8%  70.4%  76.5%  70.3%  

分類不能 647  3.0%  5.5%  9.0%  6.9%  

総数 21,432  100.0%  100.0%  100.0%  100.0%  

※平成27年国勢調査より 
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また、平成12年～平成27年の国勢調査による産業別構成比の推移を整理した結果を図2-2-3に示

します。 

農業を主とした第1次産業と製造業等を含む第2次産業の割合が減る一方、商業・観光・サービ

ス業などの第3次産業の割合が増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ※平成12年、17年、22年、27年国勢調査より 

図2-2-3 産業別構成比の推移 

 

（２）農業 

 基幹産業である農業では、国内有数の生産高を誇る小麦、大豆、小豆、てん菜、馬鈴しょなど

の畑作が大規模に営まれているほか、酪農や畜産、野菜や稲作を中心に、大型農業機械による大

規模土地利用型農業を展開しています。 

 小麦や大豆など各作物で全国的に大きな生産シェアを占め、日本国内の主要な食糧供給基地と

して重要な役割を果たしています。 

 

表2-2-4 農業経営耕地面積 

                             （単位：ha） 

田 畑 牧草 総面積 

488 18,264 1,690 20,442 

※平成27年 農林業センサスより （経営耕地面積であり、地目別土地面積とは数値が異なる） 

 

表2-2-5 主要農作物作付面積（令和元年度） 

主要作物 水稲 小麦 馬鈴しょ 大豆 小豆 菜豆 

作付面積(ha) 6 6,634 2,100 2,336 2,252 405 

主要作物 とうもろこし その他雑穀 てん菜 野菜 デントコーン 牧草 

作付面積(ha) 461 67 2,884 1,105 1,148 1,546 

※音更町農業概要より 
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表2-2-6 家畜飼養状況（令和元年度） 

区分 乳牛 肉牛 馬 豚 にわとり めん羊 

戸数 66 42 15 1 7 1 

頭数（にわとりは羽数） 9,946 7,237 90 3,257 283,479 400 

※音更町農業概要より 

 

（３）製造業 

 乳製品や農産物加工など主として地域資源を活用した企業が立地しています。本町では、音更

帯広インターチェンジの周辺に工業団地を造成し、企業誘致を進めています。 

平成30年の製造業の事業所数、従業者数、出荷額等を表2-2-7に示します。従業者数では、食料

品製造業が全体の約8割を占めています。 

 

表2-2-7 製造業の事業所、従業者数、出荷額の内訳（平成３０年度） 

区分 事業所数 
従業者数 

(人) 

出荷額等 

(万円) 

総数 28 1,235 7,195,397 

  食料品製造業 12 935 6,600,029 

  飲料・たばこ・飼料製造業 2 44 - 

 木材・木製品製造業 2 76 - 

  家具・装備品製造業 - - - 

  印刷・同関連業 2 34 - 

  化学工業 - - - 

  窯業・土石製品製造業 - - - 

  金属製品製造業 4 65 84,142 

  生産用機械器具製造業 3 41 85,882 

  その他の製造業 1 4 - 

※平成30年工業統計調査より 

 

（４）観光 

 十勝川のほとりには「十勝川温泉」があります。北海道遺産にも選定された世界でも珍しい「モ

ール（植物性）温泉」で、四季を通して観光客が訪れています。 

 過去10年間における年間観光客数（入込総数）及び宿泊客延数の推移を図2-2-4に示します。観

光客入込総数は増加傾向にありますが、宿泊客延数は40万人程度で推移しています。近年では、

宿泊客延数のうち、外国人宿泊客が増加しています。 

 令和元年度は新型コロナウィルス感染症の影響もあり、観光客入込総数・宿泊客数ともに減少

しています。 
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                               ※商工観光課資料より 

図2-2-4 年間観光客入込総数・宿泊客延数の推移 

 

 

４ 土地利用 

地目別土地利用状況を図2-2-5に示します。 

 面積をみると、畑が約22,793haと、全体面積の約49％と最も大きく、次いで山林が約24%、牧場

が12%の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※固定資産の概要調書より 

図2-2-5 地目別土地利用状況（平成31年１月） 

                           


